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作り方

①ジャガイモはよく洗い、皮付

きのまま横にして割り箸など

を置き切り込みを入れます。

切り過ぎないよう要注意です。

②さっと①を水にくぐらせて水

気を拭きとっておきましょう。

③ベーコンは、ジャガイモの切

り込みの数分に切り分けます。

それを②に挟んでいきます。

この切り込みが、焼き上がる

と少し広がります。

④天板にホイルを敷き③を並べ、

塩・コショウを振り、サラダ

油を全体に回しかけます。

⑤200℃に予熱したオーブンか

オーブントースターで④を40

分ほど焼きます。そして途中

でサラダ油を少し垂らすと見

栄えが良くなります。

　　ジャガイモに限らず、野菜

の皮の近くは栄養たっぷりです。

なんと言っても食物繊維が確実

に摂れるので便秘の人にもおす

すめです。

　特に今の時期、新ジャガは皮

が薄いので、煮たり揚げたりし

ても食べやすいですよね。

また、多くのビタミン Cを含み、

老化防止にも一役買ってくれま

す。安心して好きなジャガイモ

料理を楽しんでください。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

新ジャガでハッセル・ポテト

ご存知ですか？

材料ー４人分

ジャガイモ…………………４個
ベーコン……………………３枚
塩・コショウ………………少々
サラダ油…ジャガイモ１個に対
し小さじ１が目安です
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消防点検の後に行われた一斉放水（安津橋健康広場横ヘリポート）
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	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

糸　田　塚崎　湊
み な と

翔　男　弘　樹

田　口　上村　莉
り お ん

音　女　鴻　幸

下横田　前田　侑
ゆ う な

奈　女　大　樹

下横田　木村　好
こ の か

華　女　亮　介

田　口　舛永　凜
り ん か

花　女　　諒　

芝　原　冨田　莉
ま り か

花　女　真　有

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,131 △16

女 5,763 △14

計 10,894 △30

世帯数 4,277 △8

平成29年３月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの 動 き （敬称略）

３月11日（土）～４月10日（月）

ご結婚おめでとう
marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　熊本市　赤星　　亨

　　妻　早　川　塚本　恵子

　　夫　世　持　志垣　憲彦

　　妻　玉名市　永田　綾乃

　　夫　豊　内　井芹　卓也

　　妻　熊本市　荒木　麻衣

　　夫　熊本市　佐ノ木駿一

　　妻　麻生原　伊佐真菜美

［

［

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

早　川　甲斐冨美子　92　眞知子

糸　田　井芹ヨシエ　92　ヨシエ

白　旗　田上サツキ　98　サツキ

岩　下　佐野　佳子　87　仁　美

緑　町　田上　勝美　92　泰　子

仁田子　井芹　　梢　97　　梢

田　口　布田　祐三　81　或　子

田　口　藤本　典男　88　演　子

津志田　中嶋　信一　91　ツル子

田　口　藤本ウメエ　88　ウメエ

西寒野　井上　正 　83　惠美子

東寒野　渕上　範男　81　レイ子

下横田　成松　一實　91　和　夫

坂　谷　坂田　雪枝　96　勝　士

岩　下　佐野　親雄　85　仁　美

西寒野　福田　富男　82　シマヱ
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